
☆
次
の
政
権
に
求
め
る
も
の

ー

菅
政
権
の
評
価
と
次
期
政
権
に
求
め
る
も
の

ー

菅
首
相
は
九
月
三
日
突
然
退
陣
を
表
明
し
ま
し
た
。
昨
年
九
月
一
六
日
、
安
倍
政
権
を
引

き
継
い
で
総
理
大
臣
に
就
任
し
て
僅
か
一
年
で
の
退
陣
で
す
。

菅
政
権
は
安
倍
政
権
か
ら
何
を
継
承
し
、
何
を
残
し
た
か

◆
コ
ロ
ナ
禍
が
猛
威
を
振
る
う
中
、
総
理
任
期
は
僅
か
一
年
、
し
か
も
衆
院
選
挙
が
十
月
末

に
迫
る
と
い
う
、
あ
る
意
味
貧
乏
く
じ
を
引
い
た
感
の
あ
る
菅
首
相
で
す
が
、
一
年
の
通

信
簿
で
は
合
格
点
を
与
え
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。

◆
先
ず
、
就
任
早
々
学
術
会
議
委
員
の
任
命
で
六
名
の
候
補
者
の
任
命
を
拒
否
し
ま
し
た
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
一
切
説
明
が
あ
り
ま
せ
ん
。
桜
・
森
・
加
計
に
つ
い
て
も
、
す
べ

て
「
そ
の
う
ち
忘
れ
る
よ
」
と
い
う
国
民
を
見
下
し
た
考
え
で
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
。

国
民
が
こ
こ
ま
で
馬
鹿
に
さ
れ
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

◆
次
に
コ
ロ
ナ
対
策
で
す
。
命
を
優
先
す
べ
き
コ
ロ
ナ
感
染
抑
制
よ
り
も
経
済
刺
激
策
（
ゴ

ー
ト
ゥ
ト
ラ
ベ
ル
、
ゴ
ー
ト
ゥ
イ
ー
ト
）
の
優
先
、
専
門
家
の
意
見
を
軽
視
し
異
論
に
は

耳
を
貸
さ
な
い
独
善
的
姿
勢
、
対
策
不
全
の
ま
ま
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
、
国
民
の
心
に
響

か
な
い
言
葉
の
羅
列
な
ど
で
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
危
機
を
招
き
ま
し
た
。

◆
三
つ
目
は
、
こ
ん
な
時
で
も
沖
縄
辺
野
古
の
埋
め
立
て
は
サ
ン
ゴ
の
移
植
も
せ
ず
強
行
し

て
い
ま
す
。
一
方
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

の
批
准
を
拒
ん
で
い
ま
す
。
強
権
的
姿
勢
と
ア
メ
リ
カ
追
従
の
姿
勢
は
見
事
に
安
倍
政
権

の
政
治
手
法
を
引
き
継
い
で
来
ま
し
た
。

次
の
政
権
に
望
む
も
の
と
私
た
ち
の
権
利

◆
九
月
二
十
九
日
の
新
総
裁
決
定
後
、
新
内
閣
に
よ
る
国
会
開
催
か
、
解
散
か
に
よ
っ
て
、

衆
議
院
議
員
の
選
挙
日
程
は
未
定
で
す
が
、
遅
く
て
も
十
月
二
十
一
日
の
衆
議
院
議
員
任

期
満
了
は
確
実
に
や
っ
て
き
ま
す
。

◆
ど
の
よ
う
な
日
程
に
な
ろ
う
と
も
、
確
実
に
次
の
新
し
い
政
権
に
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
時
、

国
民
の
願
い
は
二
度
と
こ
の
失
敗
を
繰
り
返
さ
せ
な
い
こ
と
で
す
。

◆
そ
れ
は
、
憲
法
の
三
つ
の
基
本
原
則
、
す
な
わ
ち
①
平
和
主
義
（
戦
争
の
準
備
も
実
行
も

し
な
い
）
、
②
基
本
的
人
権
（
平
和
、
安
全
に
生
き
る
権
利
を
保
障
す
る
）
、
③
国
民
主
権

（
権
力
者
の
勝
手
を
許
さ
な
い
）
を
必
ず
守
る
事
で
す
。

◆
最
後
に
、
私
た
ち
の
望
む
社
会
の
実
現
の
た
め
に
私
た
ち
が
出
来
る
権
利
は
選
挙
で
す
。

こ
の
権
利
を
放
棄
し
て
、
す
な
わ
ち
投
票
に
行
か
ず
し
て
、
あ
と
で
不
満
を
言
う
の
は
、

フ
ェ
ア
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
、
必
ず
投
票
に
行
き
自
分
の
意
志
を
示
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

二
〇
二
一
年
九
月
十
二
日
（
日
）
護
憲
平
和
行
進
（
通
算
６
５
５
回
目
）

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会

事
務
局

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
ー
一
五

★
月
例
護
憲
平
和
行
進

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

u 選挙に行こう！ 棄権は最悪の選択です ◆

浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/→ 護憲浜松 で検索



日
本
国
憲
法
前
文
よ
り

〔
平
和
的
生
存
権
〕

わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、
平
和
の
う
ち
に

ま
ぬ

生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

憲
法
第
九
条
〔
戦
争
の
放
棄
・
交
戦
権
の
否
認
〕

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動

た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と

し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国

の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。


